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S&Pがロシアの格付けを引き下げ
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1月26日（現地、以下同様）、格付会社のスタンダード・アンド・プアーズ（以下、S＆P）は、ロシアの外貨建て長期

債格付けを「BBB-」から「BB+」に、自国通貨建て長期債格付けを「BBB」から「BBB-」にそれぞれ1ノッチ（段階）引

き下げました。また、格付けの見通しは「ネガティブ」としました。

今回の格下げにより、ロシアの外貨建て長期債格付けは「BBB-」を下回ることとなり、S＆Pの格付けにおける投

資適格級を失うこととなりました。

以上

＜1段階引き下げ＞

＜格下げおよび見通しが「ネガティブ」の理由＞

今回の格下げの理由として、S＆Pはロシアの金融政策の柔軟性が一段と限定されてきており、経済成長の見通

しが弱まったことを挙げています。また、経済への外的圧力の強まりや政府支援の拡大で、対外的ショックに対す

る強固さおよび財政面での健全性が弱まるリスクが高まったとの見方を示しています。

見通しを「ネガティブ」としたのは、ロシアの金融政策の柔軟性がさらに低下する可能性があるためと説明してい

ます。また今後12カ月間、対外的ショックに対する強固さおよび財政面での健全性の悪化が同社の予想を上回る

ペースで進行した場合にも、格下げが検討され得ると述べています。

ロシアは、ウクライナ情勢をめぐる欧米諸国による経済制裁の影響に加えて、主要輸出品である原油価格の下落

を受けて経済成長見通しが大きく悪化しています。

今回、格下げを行ったS＆P以外の格付会社もそれぞれ1月に格下げを行うとともに、見通しを「ネガティブ」もしく

は「格下げ方向での見直し」とするなど、各社ともさらなる格下げのリスクを指摘する内容となっています。

ウクライナ情勢についても、前週末にかけてウクライナ東部の情勢が一段と緊迫化していると報じられています。

こうした状況を受けて、EU（欧州連合）は1月29日に緊急のEU外相理事会を開催する方針を明らかにしています。

情勢次第では欧米諸国によるロシアへの追加経済制裁が行われる可能性もあるなど事態の安定化にはほど遠い

状況が続いており、ロシアの信用力には引き続き下向きの圧力がかかりやすいと考えています。

＜今後の見通し＞


